
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間                     会長 藤本範行 

皆さんこんにちは。 

先週は、私用で関西・福岡へ

行きましたので、理事会を副会

長と幹事にお願いして欠席し

ました。あとで幹事に報告をし

て頂きます。同日の夕方に開催

された第三回・創立 40 周年記

念式典実行委員会につきまし

ては、副実行委員長の石田君に

お願いします。 

さて、9月は「基本的教育と識字率向上月間」です。識

字率とロータリーとの関わりについては、今月の「月信」

で野中ガバナーが呼びかけておられますから読んでみて

ください。 

識字率とは、15 歳以上の成人で、母語の読み書き能力

がある人の割合を表したものです。現在、世界には8億人

近い成人が、読み書きができないと言われており、その３

分の２は女性です。世界には識字率 99％以上の国と地域

が50もあり、90％以上になると140カ国を超えるほどで

す。かなり教育の普及が進んできたことがわかります。そ

の一方で、識字率 65％以下の国を見ると、インドなど南

アジアからアフリカ諸国に多く、約30カ国余りあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エチオピアやアフガニスタンなどは 40％以下という現

状です。インドを除くと、教育の進展は経済の発展と関係

が深く、貧困に苦しんでいる国ほど教育も遅れ、識字率が

低いことがわかります。ロータリーでは、そんな国の教育

の向上にも取り組んでいます。 

 我が国の識字率は、数百年前から世界一を誇り、江戸時

代の末期においては、武士は100％識字能力があり、庶民

層でも男子で五割程度は読み書きが出来ていたそうです。

同時代の世界大国イギリスでは、下層庶民の場合、ロンド

ンでも 10％程度だったそうですから、いかに我が国は、

昔から教育に力を入れてきたかがわかります。1853 年に

黒船を率いてアメリカからやって来たペリーは、その日

記に「読み書きが非常に普及している」と記しており、日

本人の本好きと識字率の高さに驚いたそうです。1945 年

に敗戦を迎えた日本が、日本語を失いかねない危機に見

舞われたことをご存知でしょうか。1946 年、マッカーサ

ーの要請により、アメリカ教育使節団が来日した時、報告

書で「日本語は、難しい漢字や仮名文字を使わずに、ロー

マ字にせよ」と勧告しています。1948年に GHQは「日本

語のローマ字化」を進めるにあたり、漢字の読み書き調査

を行なった結果、その平均点が78点で、日本人の識字率

がなんと 98％であることが判明しました。GHQ の民間情

報教育局（CIE）は、この結果に驚き、日本語のローマ字

化の企みを諦めたのです。こうして圧倒的な識字率の高

さが、母国語の存続を可能にしました。GHQのCIEは、狙

い通りに教育勅語の廃止、六三制義務教育、PTA導入など
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2730地区ガバナー    野中 玄雄 

中部分区ガバナー補佐    橋口 正樹 

RIテーマ 『世界へのプレゼントになろう』 

第 2730地区テーマ『奉仕は力！活かそう例会』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

     『創立 40周年へのプレゼントになろう』 

9月の月間テーマ  

   基本的教育と識字率の向上月間 

 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．観月会 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

12.  

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

 それでこそロータリー 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内   

＊夜間例会 18：30～ 

＊観月会        於；お大師様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次週例会案内；10月 1日（1900回）  

＊月初めのセレモニー  ＊雑誌紹介 

＊クラブ研修会    ＊終了後理事会 

第 1898 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



を勧告して、戦後の教育改革は実施されたのです。今日は、

識字率の向上について考えてみました。 

 今週は週末からシルバーウイークを迎えます。良き連

休をお過ごしください。 

 

■幹事報告＜文書案内＞     幹事 中武泰一郎君 

＊10月のロータリーレート 

  1ドル＝120円 

＊ソウル国際大会参加集約の件 

 日程 2016年5月28日～ 

6月1日 

 

 

 

 

■ＢＯＸ披露      親睦活動委員長 岩切 洋君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

藤本範行君 本日は、高鍋高校の 

早日渡校長先生においでいただ 

きまして感謝します。卓話を楽 

しみにしています。  

橋口清和君 高鍋高校の早日渡校 

長先生をお迎えして。本日はと 

ても楽しみにしていました。宜しくお願い致します。 

武末喜久治君 息子が諸塚の地鶏を使った餃子と刺身の 

店を出しました。高鍋信用金庫さん、商工会議所さん

山口鉄工建設さん、黒木本店さんには大変お世話にな

りました。ありがとうございました。 

石田喜克君 早日渡校長先生の卓話を楽しみにしており 

ました。よろしくお願い致します。  高鍋ラグビー 

スクールが文部科学省から「生涯スポーツ優良団体」 

として 10月9日に東京で表彰されます。感謝！ 

 

■出席報告        出席副委員長 向山健一君 

  

出席状況（9/17）  

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 36名 

ホーム出席率 78.26％ 

前々回修正出席率   ％ 

 

 

     

 副SAA 小泉潔君       石田喜克君 

☆外部卓話    

高鍋高等学校 校長 早日渡 志郎様 

    

 

「明倫道精神を受け継ぎ、地域の地域で育てましょう」 

 

地域に開かれ地域に信頼される学校づくりに邁進して

いる高鍋高校の魅力は「元気な挨拶」と「素直さ」です。 

それは、明倫堂精神を受け継ぐ地域の小中高で一貫して

育った賜であり本校のみならず地域の財産でもあります。 

 現在、本校では、小学校との防災訓練や中学校との学力

向上のための連携、部活動での交流等を積極的に推進し、

高鍋町及び町教育委員会や校長会との連携もさせていた

だいています。それらは、進路・部活動実績の向上や入学

志願者増など、本校が掲げる「古豪復活」の大きな推進力

となっているところです。故郷や地域を理解し、その良さ

や課題を発見すると、故郷や自分がますます好きになり、

故郷や自分を何とかしようとする意欲が出てきます。明

倫堂精神を受け継ぐ高鍋の小中高が一つになることで、

高鍋や我が国の将来を担うこどもの育成が益々進展する

と考えます。 地域で生まれ育ったことへの誇りを高め、

高鍋のこどもは高鍋で育てましょう。  

 

1.「心の教育」推進 

2.進学(進路)・部活動実績の向上 

3.校長の強いリーダーシップと教職員の情熱 

4.保護者・地域との連携 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

   

 ソングリーダー橋口君    ピアノ演奏 森幸子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


